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(57)【要約】
　予め決められたタイプのアンビエント照明が生成され
、ここでは、予め決められたタイプのアンビエント照明
に対する複数の照明器具のそれぞれの影響が決定され（
２０３）、前記複数の照明器具のそれぞれの決定された
影響に基づいて前記予め決められたタイプのアンビエン
ト照明を生成するように前記複数の照明器具のそれぞれ
の照射が制御される（２０９）。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め決められたタイプのアンビエント照明を生成する方法であって、
　予め決められたタイプのアンビエント照明に対する複数の照明器具のそれぞれの影響を
決定するステップと、
　前記複数の照明器具のそれぞれの決定された影響に基づいて前記予め決められたタイプ
のアンビエント照明を生成するように前記複数の照明器具のそれぞれの照射を制御するス
テップとを有する、方法。
【請求項２】
　デバイスの少なくとも１つの動作状態をアンビエント照明の複数の予め決められたタイ
プのうち少なくとも１つにマッピングするステップを更に有する、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
　前記複数の照明器具に基づいてアンビエント照明の複数の予め決められたタイプの組み
合わせを決定するステップと、
　アンビエント照明の予め決められたタイプの決定された組み合わせに基づいて前記デバ
イスの複数の動作状態条件に対して前記のマッピングを適合させるステップとを更に有す
る、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記複数の照明器具のそれぞれの影響を決定するステップは、アンビエント照明の複数
の予め決められたタイプのそれぞれに対する前記複数の照明器具のそれぞれの影響を決定
するステップを有する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記のアンビエント照明の複数の予め決められたタイプのそれぞれに対する前記複数の
照明器具のそれぞれの影響を決定するステップは、
　複数の照射モードを取得するステップと、
　複数の取得された照射モードのそれぞれをアンビエント照明の前記複数の予め決められ
たタイプのそれぞれと関連付けるステップとを有する、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記予め決められたタイプのアンビエント照明を生成するように前記複数の照明器具の
それぞれの照射を制御するステップは、
　要求された予め決められたタイプのアンビエント照明に関連付けられた取得された照射
モードを選択するステップと、
　選択され取得された照射モードに従って前記複数の照明器具を照射するステップとを有
する、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記の複数の照明器具のそれぞれの影響を決定するステップは、
　複数の影響ファクタを決定するステップと、
　複数の決定された影響ファクタのうち少なくとも１つに基づいて前記影響を決定するス
テップとを有する、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記影響ファクタは、各照明器具の位置、各照明器具の色出力、オブジェクトの位置、
影、部屋のサイズ、他のアンビエント照明及びユーザの位置のうちいずれか１つを有する
、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数の照明器具のそれぞれの照射を制御するステップは、各照明器具の色強度出力
、各照明器具の輝度レベル、各照明器具の照射方向、各照明器具の照射タイミングのうち
少なくとも１つを制御するステップを有する、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　請求項１～９のうちいずれか一項に記載の方法を実行するための複数のプログラムコー
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ド部分を有する、コンピュータプログラム。
【請求項１１】
　予め決められたタイプのアンビエント照明を生成するための装置であって、
　予め決められたタイプのアンビエント照明に対する複数の照明器具のそれぞれの影響を
決定し、前記複数の照明器具のそれぞれの決定された影響に基づいて前記予め決められた
タイプのアンビエント照明を生成するように前記複数の照明器具のそれぞれの照射を制御
するためのプロセッサを有する、装置。
【請求項１２】
　前記プロセッサは、デバイスの少なくとも１つの動作状態をアンビエント照明の複数の
予め決められたタイプのうち少なくとも１つにマッピングするように更に動作する、請求
項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記複数の照明器具の複数の照射モードを取得するための取得デバイスと、
　複数の取得した照射モードのそれぞれをアンビエント照明の複数の予め決められたタイ
プのそれぞれに関連付けるためのプロセッサと、
　取得した複数の照射モードを格納するためのストレージデバイスとを有する、請求項１
１に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、予め決められたタイプのアンビエント照明を生成するための方法及び装置に
関する。詳細には、排他的ではないが、これは、アンビエント照明の使用を介してデバイ
スの動作状態を示すための方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年の照明システムは変化している。これは、ますます手頃で効果的になってきている
ＬＥＤ照明器具のような進化したレンダリング機能をもつ個別に制御される単一の照明の
増大した使用により可能になっている。その結果として、コンピュータ制御を常に含むよ
り複雑な照明システムに対して増大する需要が存在している。
【０００３】
　既知のコンピュータ制御される照明システムの一例は、国際公開第２００８／１０４９
２７号により開示されている。国際公開第２００８／１０４９２７号において述べられた
アプローチは、表面上の各光の最大強度のポイント（動作ポイント）をローカライズする
ことにより動作表面上に光のパターンを自動的にレンダリングし、動作ポイントでレンダ
リングされた色と所望の光パターンにおける対応するポイントとの間の誤差を最小化する
ためにシステムの（線形又は非線形）方程式を計算することを目的としている。
【０００４】
　しかしながら、アンビエント照明の設定に対して斯様なコンピュータ制御されるシステ
ムを用いることは面倒である。これは、表面に対する入射角及び表面からの距離のような
、各光に関する一連のパラメータの情報を必要とする。更に、照明効果は、動作表面上に
生成される。単一表面から部屋のようなエリア又は屋外エリアへの拡張は簡単ではない。
これは、国際公開第２００８／１０４９２７号における方法が最適なソリューションを得
るために用いられる動作表面の幾つかのポイントをサンプリングするためである。光毎に
１つだけのポイントがサンプリングされるので、周囲のシーンに対する考慮された光の効
果は完全に無視される。それ故、主要な前提は、オブジェクトがなく、均一な色を伴って
、シーンが完全に均一な表面としてモデル化されることである。
【０００５】
　結果として、複雑なアンビエント照明スキームは、斯様な既存のシステムを用いて開発
され得ない。更に、これらの既存の照明システムは、直感的な制御を与えるものではなく
、完全な照明システムのレンダリング機能を完全に利用することができない。
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【０００６】
　更に、家庭における技術の量を増大させようとする明確なトレンドが存在している。ス
マートデバイスが増大し、広くネットワーク化されるようになるので、ユーザは、制御し
得るデバイスの数及びこれらを制御するための利用可能なインタラクションモダリティの
数の双方の増大を経験する。技術とインタラクトする１つの主要なトレンドは、例えばリ
モコン装置のような追加のデバイスによらずに、或る距離から（部屋内の任意の場所から
）デバイスとインタラクトすること、即ちユビキタスデバイスレスインタラクション（ub
iquitous device-less interaction）である。ユビキタスデバイスレスインタラクション
の一例は、実際にデバイスまで歩くことなく又はリモコン装置を取りに行くことなく、デ
バイスから離れた場所でデバイスを制御してその動作状態に関するフィードバックを得る
ための音声コマンドを用いることである。
【０００７】
　例えば音声認識技術を用いてリモコン装置によらずに或る距離からデバイスに対して入
力コマンドを与える多くの製品が存在するが、部屋内の任意の場所にあるデバイスの動作
状態の連続的なフィードバックを与える既存のソリューションは存在しない。
【０００８】
　典型的には、電子デバイスは、デバイス自体にあるＬＥＤ又はディスプレイを用いて動
作状態に関するフィードバックを与える。これは、明らかに、デバイスを見てローカルデ
ィスプレイを読むことができるユーザに依存しており、これは、常に可能なものではない
か又は望ましいものではない。１つの解決策は、ユーザの近くの壁への状態表示の投射の
使用であるが、これは、煩雑であり、どこからでも見ることができるものではなく、屋外
エリアに対して適切ではない。
【０００９】
　他のソリューションは音の使用である。１つの一般的な例は、タイマ上で或る時間に達
したときにビープ音が鳴るオーブンである。他のものは、カーナビゲーションシステムに
おいて又は最近開発されたiPod Shuffleにおいて用いられるような音の使用である。しか
しながら、音を用いる欠点は、音がデバイスの動作状態を示すために連続的に用いられ得
ないことであり、これは、特別なイベントを示すためにのみ用いられ得る。前記の例にお
いて、時間に達したことを示すビープ音は許容可能であるが、"オーブンの温度は１７０
℃であり、上昇しています"と連続的に言う音声は気に障るだろう。更に、単純な音は、
現代の家庭用器具の複雑で多様性のある機能に関する十分な情報を与えることができない
。
【００１０】
　音声は、単純な音よりも豊富なフィードバックを伝えることができるが、多くのアプリ
ケーションに関して、合成された音声は、不自然なものとして知覚され、ほとんど役に立
たない。
【００１１】
　照明の使用、例えば、デバイスの状態の変化を示すために照明を変化させることは、例
えば欧州特許第１１６８２８８号明細書により開示されるように既知である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１２】
　本発明は、直感的であり、複雑なシステムの全てのレンダリング機能を依然として利用
する照明システムを提供することを目的とし、また、連続的な、有益な、心地良い、デバ
イスの動作状態の改良されたフィードバックを提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　これは、本発明の一態様によれば、予め決められたタイプのアンビエント照明を生成す
る方法であって、予め決められたタイプのアンビエント照明に対する複数の照明器具のそ
れぞれの影響を決定するステップと、前記複数の照明器具のそれぞれの決定された影響に
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基づいて前記予め決められたタイプのアンビエント照明を生成するように前記複数の照明
器具のそれぞれの照射を制御するステップとを有する、方法により実現される。
【００１４】
　また、これは、本発明の第２の態様によれば、予め決められたタイプのアンビエント照
明を生成するための装置であって、予め決められたタイプのアンビエント照明に対する複
数の照明器具のそれぞれの影響を決定し、前記複数の照明器具のそれぞれの決定された影
響に基づいて前記予め決められたタイプのアンビエント照明を生成するように前記複数の
照明器具のそれぞれの照射を制御するためのプロセッサを有する、装置により実現される
。
【００１５】
　この手法において、照明器具の影響が自動的に決定されるという点で複雑なユーザイン
タラクションを必要とすることなく任意の複雑な照明システムのレンダリング機能をより
完全に利用する照明スキームが自動的に生成される。結果として、ユーザが雰囲気を得る
ために、ユーザは、任意の所望の予め決められたタイプのアンビエント照明を単に選択す
るだけである。
【００１６】
　一実施形態において、前記複数の照明器具のそれぞれの影響を決定するステップは、ア
ンビエント照明の複数の予め決められたタイプのそれぞれに対する前記複数の照明器具の
それぞれの影響を決定するステップを有する。
【００１７】
　結果として、より複雑な照明スキームを容易に実装することができ、より多くのオプシ
ョンを与える。
【００１８】
　一実施形態において、前記のアンビエント照明の複数の予め決められたタイプのそれぞ
れに対する前記複数の照明器具のそれぞれの影響を決定するステップは、複数の照射モー
ドを取得するステップと、複数の取得された照射モードのそれぞれをアンビエント照明の
前記複数の予め決められたタイプのそれぞれと関連付けるステップとを有する。前記予め
決められたタイプのアンビエント照明を生成するように前記複数の照明器具のそれぞれの
照射を制御するステップは、要求された予め決められたタイプのアンビエント照明に関連
付けられた取得された照射モードを選択するステップと、選択され取得された照射モード
に従って前記複数の照明器具を照らすステップとを有する。
【００１９】
　照明器具の照射を制御するための設定を容易に導出することができ、システムを容易で
迅速にセットアップする。更に、前記の取得は、入力モードにおいて予め決められたタイ
プのアンビエント照明の表現をユーザに与えるために用いられ、これは、照明雰囲気の即
時の直感的な表現を与え、ユーザが任意の視覚的内容を照明雰囲気に変換することを可能
にする。
【００２０】
　代替実施形態において、複数の照明器具のそれぞれの影響を決定するステップは、複数
の影響ファクタを決定するステップと、複数の決定された影響ファクタのうち少なくとも
１つに基づいて前記影響を決定するステップとを有する。影響ファクタは、各照明器具の
位置、各照明器具の色出力、オブジェクトの位置、影、部屋のサイズ、他のアンビエント
照明及びユーザの位置のうちいずれか１つ、又は、これらの組み合わせを有し得る。
【００２１】
　これは、家具、影又はアンビエント照明の存在に限定することなく、任意のタイプの部
屋又は屋外エリアにおける照射効果を自動的に設定する。
【００２２】
　更に、照明器具はどこに配置されてもよく、シーンに対するこれらの影響が自動的に考
慮される。以前の方法においては影及び家具が問題になる一方で、本発明は、最適なソリ
ューションを得るためにこれらを利用する。
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【００２３】
　各照明器具の位置、各照明器具の色出力、オブジェクトの位置、影、部屋のサイズ、他
のアンビエント照明及びユーザの位置等のような影響ファクタを決定することについて、
設定は、影響ファクタの任意の変更に対して補償するように容易に適合され得る。
【００２４】
　加えて、前記複数の照明器具のそれぞれの照射を制御するステップは、各照明器具の色
強度出力、各照明器具の輝度レベル、各照明器具の照射方向、各照明器具の照射タイミン
グのうち少なくとも１つを制御するステップを有してもよい。
【００２５】
　本方法は、デバイスの少なくとも１つの動作状態をアンビエント照明の複数の予め決め
られたタイプのうち少なくとも１つにマッピングするステップを更に有し得る。
【００２６】
　本システムは、制御可能な照明システム又はその部分を用いて任意のデバイスの動作状
態の実時間についての部屋における視覚化を可能にする。この手法において、ユーザは、
デバイスのディスプレイを見ることができないか又はこれに注目することができない場合
であっても、高価な大きなディスプレイ、投射システム又は気に障る音を必要とすること
なくデバイスの状態を認識する。
【００２７】
　一実施形態において、幾つかの（場合によっては着色された）制御可能な照明の効果は
、最新の器具の不可欠な動作機能をフィードバックするのに十分な情報を伝えるために組
み合わせられ得る。例えば、十分に制御可能な着色された照明が存在する場合に、システ
ムは、メディアプレーヤの状態の完全なフィードバックを与え、ミュージックプレイリス
トを介してナビゲーションをサポートすることができる。
【００２８】
　一実施形態において、複数の照明器具のそれぞれの影響を決定するステップは、アンビ
エント照明の複数の予め決められたタイプのそれぞれに対して複数の照明器具のそれぞれ
の影響を決定するステップを有し、少なくとも１つの動作状態は、アンビエント照明の複
数の予め決められたタイプのうち少なくとも１つにマッピングされ得る。
【００２９】
　本システムの一実施形態は、システムが照明システムの機能を認識する、例えば、アン
ビエント照明の複数の予め決められたタイプの組み合わせが照明システムの機能（照明器
具の数、位置、色等）に基づいて決定され、前記のマッピングが適宜適合され得るので、
フィードバック情報の複雑さを照明導入の複雑さに適合させることができる。
【００３０】
　システムの一実施形態は、部屋におけるユーザの位置に依存して最大限に心地良く有益
なフィードバックを提供するために、使用する照明及びこれらの効果を自動的に選択する
。
【００３１】
　視覚的フィードバックは、連続的ではないかもしれないが、ユーザの要求により起動さ
れ得る。
【００３２】
　本発明の更に他の態様によれば、デバイスの動作状態を示す方法であって、デバイスの
動作状態条件の数を決定するステップと、複数の照明器具のアンビエント照明の予め決め
られたタイプの数を決定するステップと、前記デバイスの動作状態条件の決定された数と
アンビエント照明の予め決められたタイプの決定された数とに基づいて動作状態条件とア
ンビエント照明の予め決められたタイプとのマッピングを生成するステップと、前記デバ
イスの現在の動作状態を示すために、生成されたマッピングに従って、予め決められたタ
イプのアンビエント照明を生成するステップとを有する、方法が提供される。
【００３３】
　本発明の更に他の態様によれば、デバイスの動作状態を示すための装置であって、デバ
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イスの動作状態条件の数を決定し、複数の照明器具のアンビエント照明の予め決められた
タイプの数を決定し、前記デバイスの動作状態条件の決定された数とアンビエント照明の
予め決められたタイプの決定された数とに基づいて動作状態条件とアンビエント照明の予
め決められたタイプとのマッピングを生成し、前記デバイスの現在の動作状態を示すため
に、生成されたマッピングに従って、予め決められたタイプのアンビエント照明を生成す
るためのプロセッサを有する、装置が提供される。
【００３４】
　本発明のより完全な理解のために、添付図面と組み合わせて以下の説明が参照される。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】第１の発明の一実施形態の装置の簡素化された図である。
【図２ａ】第１の発明の代替実施形態の方法のフローチャートを示す。
【図２ｂ】第１の発明の代替実施形態の方法のフローチャートを示す。
【図３】第１の発明の他の実施形態の方法のフローチャートを示す。
【図４】第２の発明の一実施形態の装置の簡素化された図である。
【図５】第２の発明の一実施形態の方法のフローチャートを示す。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　図１によれば、本発明の一実施形態の装置１００は、取得デバイス１０１を有する。取
得デバイス１０１の出力は、プロセッサ１０３に接続される。プロセッサ１０３は、制御
デバイス又はドライバ１０５、ユーザインタフェースデバイス１０７及びストレージデバ
イス１０９に接続される。ストレージデバイス１０９は、プロセッサ１０３と一体化され
てもよく、又は、離れていてもよい。ユーザインタフェースデバイス１０７は、リモート
コントロールデバイスを有し得る。
【００３７】
　装置の動作が図２（ａ），（ｂ）及び３を参照して説明されるだろう。
【００３８】
　複数の照明器具、制御可能な光源が導入される（ステップ２０１）。複数の照明器具は
、要求される部屋又は屋外エリアの範囲内において、ランダムな位置及び向き、又は、所
望の位置／向きで導入され得る。これらの照明器具は、ＲＧＢ、又は、Living colour li
ghts，ピクセル化された光、光スポット及び壁面光若しくはこれらの任意の組み合わせを
含む白色光のいずれかであり得る。装置１００の取得デバイス１０１は、照射モードの複
数の異なる組み合わせを取得する（ステップ２０３）。例えば、これは、各照明器具の各
色チャンネルをその最大強度に合わせることを有し得る。取得デバイス１０１は、照明器
具の色チャンネルがオンにされる都度、別個の画像を取得する。取得された組み合わせは
、追加の照射モードを与えるために強度の異なる程度を取り込むように拡張され得る。そ
して、各画像は、システムの照明機能、即ちシステムの照射モードの"表現"として用いら
れる。
【００３９】
　代替実施形態において、照射モードは、欧州特許出願第１０１５０８４９．７号明細書
に開示された技術により取得され得る。結果として、各光源の異なるコードが、異なる照
射モードを規定（取得）するために用いられる。
【００４０】
　取得デバイス１０１は、デジタルカメラ、例えば天井に取り付けられるか又はリモコン
装置若しくは任意の他のデバイスに組み込まれた全方向カメラを有し得る。取得デバイス
１０１は、複数の照射モードに関して、好ましくはユーザの方向から、シーンを記録する
。照射モードは、他の画像取得デバイス、ビデオ及びウェブカメラ等のような他の供給源
を用いて取得されてもよい。各照射モードは、異なるムード（例えば、調光照明、着色照
明）を生成し得る異なる照明パターンを有する。各照射モードが記録され、ストレージデ
バイス１０９に格納される。
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【００４１】
　そして、各照射モードは、アンビエント照明の複数の予め決められたタイプのうち少な
くとも１つに関連付けられる。ユーザインタフェースデバイス１０７又はシステムを用い
たユーザは、要求されたアンビエント照明を選択し（ステップ２０７）、関連付けられた
照射モードから照明器具の照射を制御し得る（ステップ２０９）。加えて、各照射モード
は、予め決められたタイプのアンビエント照明に関連付けられるべき特定の雰囲気を生成
するための複雑なイメージングのレンダリングを含んでもよい。
【００４２】
　代替実施形態（図２（ｂ））においては、前述されたように、複数の照明器具、制御可
能な光源が導入される（ステップ２０１）。これらの位置及び向きが記録される。オブジ
ェクト（例えば家具）の位置及び配置、部屋のサイズ、ユーザの位置、影、他の照明（例
えば屋外の場合の自然光）の影響のような影響ファクタは、位置及び／又は動作検出部を
用いて取得デバイス１０１により測定される（ステップ２１１）。アンビエント照明の予
め決められたタイプに対するこれらの影響は、照明器具の位置及び向き、並びに、影響フ
ァクタの予測された効果に基づいて決定され（ステップ２１３）、決定された影響を考慮
する要求されたアンビエント照明を生成するために照明器具の照射が制御される（ステッ
プ２１５）。影響ファクタは、モニタされてもよく、変更が生じた場合には、これらは、
要求に応じて自動的に更新され得る（ステップ２１７）。例えば、オブジェクトが移動す
るか又はユーザがそのエリアにおいて移動する場合には、照射は適宜調節される。
【００４３】
　結果として、従来の照明制御システムを拡張することができ、任意の複雑な照明システ
ムについての設定環境の直感的で有力な手法を提供する。提案された方法は、高速であり
、一般的なハードウェアとともにすぐに実装され得る。その簡素さにも関わらず、本発明
は、豊富で刺激的な雰囲気を生成することができる。
【００４４】
　ユーザは、家庭、小売店、病院、ミュージアム及び設備のためのパーソナライズされた
雰囲気を生成することができる。更に、時間的に変化する雰囲気は、ビデオクリップ、動
画等に基づいて生成され得る。これは、レンダリングされるべき所望の画像に基づく最適
な照明位置の自動提案、又は、実際の照明設定により良くフィットする画像若しくはビデ
オの自動選択を可能にする。
【００４５】
　更に、雰囲気のリアルタイムのレンダリングは、世界中の任意の場所から画像をストリ
ーミング又は送信するライブウェブカメラの使用により、離れた位置において取得されて
もよい。
【００４６】
　（図１に示されたような）前記の実施形態の装置は、デバイスの動作状態の複雑で連続
的な視覚的フィードバックを与える少なくとも１つの制御可能なデバイスと組み合わせて
用いられてもよい。
【００４７】
　図３によれば、システムは、前記の図１，２（ａ），２（ｂ）を参照して述べられた環
境に対する照明の数及びタイプ並びにこれらの効果を自動的に確立する（ステップ３０１
）。これらは、デバイスの動作状態条件にマッピングされる（ステップ３０３）。そして
、デバイスの現在の動作状態のための予め決められたアンビエント照明がレンダリングさ
れる（ステップ３０５）。
【００４８】
　図４に示された他の実施形態によれば、装置４００は、通信デバイス４０１を有する。
取得デバイス４０１の出力は、プロセッサ４０３に接続される。プロセッサ４０３は、制
御デバイス又はドライバ４０５、ユーザインタフェースデバイス４０７及びストレージデ
バイス４０９に接続される。ストレージデバイス４０９は、プロセッサ４０３と一体化さ
れてもよく、又は、離れていてもよい。ユーザインタフェースデバイス４０７は、リモー
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【００４９】
　装置４００の動作が図５を参照して説明されるだろう。
【００５０】
　通信デバイス４０１は、デバイスの動作状態を表す変数を受信する。プロセッサ４０３
は、デバイスの状態条件の数を決定する（ステップ５０１）。プロセッサ４０３は、照明
設備で実現可能なアンビエント照明の予め決められたタイプの数（又は組み合わせ）を決
定する（ステップ５０３）。これは、前記の実施形態の技術を用いることを含む。デバイ
スの状態条件の決定された数及びアンビエント照明の予め決められたタイプの決定された
数（組み合わせ）は、動作状態条件及びアンビエント照明の予め決められたタイプのマッ
ピングを生成するために用いられる（ステップ５０５）。ユーザは、要求されるように、
ユーザインタフェース４０７を用いてマッピングを調節し得る。マッピングは、デバイス
の現在の動作状態に対して対応するアンビエント照明を生成するために制御デバイス４０
５により用いられる。
【００５１】
　マッピングは、状態条件又はアンビエント照明タイプが変化した場合に適合され得る。
【００５２】
　前記の実施形態のアプリケーションの他の例は、ミュージックプレーヤでの使用である
。アンビエント照明のそれぞれの予め決められたタイプは、現在のプレイリスト内にある
ミュージックトラックを表し得る。アンビエント照明は、ジャンル、カバーアートワーク
、最後の再生時間からの時間等のような、トラックの特性に関連するように選択され得る
。アンビエント照明は、現在のトラックに関する情報を与えるだけでなく、将来及び過去
の歌曲に関する情報も与え、より多くの情報をユーザに伝える。
【００５３】
　任意のデバイスの動作状態の連続的で拡散したフィードバックが与えられてもよく、又
は、フィードバックがユーザにより起動されてもよい。それ故、これは、任意の家庭用器
具、メディアプレーヤ、オーディオ製品等に適用され得る。より多くの着色照明が設備に
与えられるほど、より豊富なフィードバック情報が伝えられることが理解され得る。
【００５４】
　本発明の実施形態は、添付図面に示され、前述した説明において述べられたが、本発明
は、開示された実施形態に限定されるものではなく、特許請求の範囲に記載された本発明
の範囲から逸脱することなく多くの変更を可能とすることが理解されるだろう。
【００５５】
　"手段"は、当業者にとって明らかであるように、単独で又は他の要素と協働して、別個
に又は他の機能と組み合わせて、動作中に再生するか又は特定の機能を再生するように設
計された、任意の（別個の又は一体化された回路又は電子要素のような）ハードウェア又
は（プログラム又はプログラムの部分のような）ソフトウェアを含むことを意味する。本
発明は、幾つかの別個の要素を有するハードウェアにより、及び、適切にプログラムされ
たコンピュータにより、実装され得る。幾つか手段を列挙する装置に係る請求項において
、これらの手段の幾つかは、ハードウェアの全く同一のアイテムにより具現されてもよい
。"コンピュータプログラムプロダクト"は、フロッピー（登録商標）ディスク、インター
ネットのようなネットワークを介したダウンロード可能なもの、任意の他の態様で市場性
のあるもののような、コンピュータ読み取り可能な媒体上に格納された任意のソフトウェ
アプロダクトを意味するものと理解されるべきである。
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